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一般会計　３，１８０億円（対前年度　５８億円増　＋１．９％）

全会計　　６，２２５億円（対前年比　５６億円減　△０．９％）

予算の背景

平成３１年度の静岡市財政は、歳入においては市税、地方交付税などの一般財源総額の大幅な増加は

見込みにくい状況にあり、歳出においては、引き続き、自立支援給付金費や介護保険事業会計繰出金

などの社会保険関係経費の増加が見込まれ、財政運営は厳しい状況にあります。

平成３１年度市債は約３９９億円

（対前年度比　＋２．７億円　＋０．７％）

市債残高は約４,８６９億円（３１年度末見込み）　

一人当たりの市債残高は約６９３，０００円となり、

引き続き、財政規律を維持し健全化を一層推進する

必要性があります。

かっこ内は昨年度

平成３１年度　重点施策平成３１年度　重点施策

歴史都市　２３．９億円 文化都市　３４．２億円 中枢都市　７７．２億円

交流人口の拡大

・（仮称）三保松原保全研究機構の活動支援

・ラグビーワールドカップ合宿の受け入れ

・日本平動物園 50 周年記念事業

中小企業の振興や農業の活性化
・中小企業の IT 導入に向けた相談体制整備

・清水港周辺の地域活性化施策検討

・畑地帯総合整備事業検討地区の

                              事業性調査実施

「創造する力」による都市の発展（産業・経済の振興）

「つながる力」による暮らしの充実（安心・安全の確保）

健康都市　２９５．５億円 防災都市　１３８．２億円共生都市　２８．８億円

子ども・子育て支援の充実

・妊娠を希望する女性への風疹予防接種

・高校生世代への子供医療費助成拡大

・不登校児童・生徒の家庭への訪問相談員の配置

災害対応力の強化

・緊急防災ラジオの普及促進

・防災マップの避難所場所情報の更新

・災害情報を収集・発信するシステムの構築

健康長寿のまちの推進
・認知症予防に向けての体制整備

・歯と口腔の健康づくり推進

・高齢者就労促進のためのワンストップ窓口開設

・静岡のブランド食材を取り入れた給食プロジェクト

財政の中期見通し

歳入の見通し

市税収入は、税制改正による減収はあるものの、

緩やかに回復すると見込んでいます。地方贈与税・

県税交付金等は、消費税率の引き上げによる収入を

見込んでいますが、地方交付税（臨時財政対策債を

含む）が減少するため、一般財源総額は、ほぼ横

ばいで、推移していくと見込んでいます。

自立支援給付費などの扶助費及び第 3 次総合計画の

推進による投資的経費が増加していくため、全体と

して歳出総額は増加傾向で推移していくと見込んで

います。

市税や地方交付税などを合わせた一般財源の大幅な

増額が見込まれない中、自立支援給付費などの扶助

費や投資的経費、繰出金の増が見込まれることから、

平成３２年度以降は、７０億円程度の財源不足が

発生し、引き続き財政運営は厳しい状況にあると

見込んでいます。

歳出の見通し

財源不足額の見通し

①４００＋プロジェクトの推進

　（駿府城公園エリアの整備等）

②東海道歴史街道の推進

③三保松原の保全と活用

市債について

①東静岡 ・草薙地区の

　賑わい創出

②清水港ウォーターフロント

　の活性化と整備促進

③「まちは劇場」 の推進と

　オクシズ ・ しずまえの振興

①首都圏等からの移住 ・

　定住の促進

②ＭＩＣＥの推進等による

　交流人口の拡大

③戦略産業への支援 ・育成

①健康長寿のための地域

　包括ケアシステムの構築

②静岡型子ども ・子育て支援

　の推進

③健康都市の実現に向けた

　基礎整備

①災害対応力の強化と危機

　管理体制の確立

②浸水 ・土砂災害対策の拡充

③再生可能エネルギーの

　導入 ・普及促進

①多様な人々による共生

②南アルプスユネスコ

　エコパーク ・自然との共生

③街づくりは人づくり ・

　シチズンシップ


